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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

 

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
階
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
・
地

下
鉄
「
弁
天
町
」
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

香
山
リ
カ
氏
（
精
神
科
医
、
立
教
大
学
現
代
心
理
学

部
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

２
０
０
人　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
フ
シ
ギ
な
関
係
―
ス
ト
レ
ス
に

負
け
な
い
た
め
に

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
定
期
総
会
・
記
念
講
演

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

重
大
疾
患
の
見
分
け
方
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

―
正
確
な
診
断
の
た
め
の
診
察
法

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）、
午
後
：
歯
科
臨
床
学
術

部
講
師
団

会
費　

助
手
編
７
千
円

定
員　

助
手
編
90
人

※
衛
生
士
編
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、『
修

了
証
』
を
発
行
し
ま
す

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

神
野
時
有
氏
（
岡
山
県
岡
山
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

混
合
歯
列
期
を
中
心
と
し
た
不
正
咬
合
の
治
療
法

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

60
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

会
費　

会
員
千
円

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

保
険
者
通
報
に
よ
る
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策

個
別
指
導
対
策
講
習
会

　

現
在
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
の
歯
科
医
師

の
業
務
は
従
来
の
形
態
回
復

か
ら
機
能
改
善
（
摂
食
嚥

下
）
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

し
、
厚
労
省
も
近
未
来
の
歯

科
の
役
割
は
「
有
病
者
の
医

科
歯
科
連
携
」
と
「
地
域
包

括
に
お
け
る
在
宅
歯
科
診
療

の
充
実
」
の
２
点
と
見
切
っ

て
す
で
に
舵
を
切
っ
た
。

　

急
性
期
医
療
に
お
け
る
口

腔
管
理
は
医
師
に
と
っ
て
常

識
と
な
り
今
後
も
歯
科
需
要

が
拡
大
す
る
。
ま
た
地
域
包

括
に
よ
り
病
院
か
ら
在
宅
へ

の
流
れ
が
加
速
さ
れ
て
い

く
。
し
た
が
っ
て
「
院
内
で

の
医
科
歯
科
連
携
・
口
腔
管

理
」
＋
「
院
外
で
の
医
科
歯

科
連
携
・
摂
食
嚥
下
」
の
二

刀
流
歯
科
医
師
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
鍵
は
総
合
診
療
力
と
医
科

多
職
種
と
の
調
整
力
で
あ

る
。
こ
の
力
量
向
上
に
は
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
く
す
り

と
検
査
値
」
か
ら
患
者
の
全

身
状
態
を
瞬
時
に
把
握
で
き

る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

む
必
要
が
あ
る
。

　

講
演
で
は
ま
ず
「
お
く
す

り
手
帳
」
か
ら
病
識
の
な
い

患
者
の
全
身
状
態
を
推
知
す

る
方
法
を
述
べ
る
。
高
齢
者

で
は
生
活
習
慣
病
に
対
す
る

標
準
処
方
に
抗
血
栓
薬
や
消

化
器
系
薬
を
加
え
た
処
方
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

高
シ
ェ
ア
薬
剤
名
と
組
合
せ

処
方
パ
タ
ー
ン
を
い
く
つ
か

暗
記
し
て
お
く
だ
け
で
、
基

礎
疾
患
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状

況
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に

骨
粗
鬆
症
治
療
薬
や
経
口
抗

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

申
込　

事
務
局
（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

が
ん
薬
の
知
識
を
加
え
る
こ

と
で
歯
科
治
療
に
対
す
る
リ

ス
ク
判
断
は
概
ね
確
実
と
な

る
。

　

次
に
血
液
検
査
デ
ー
タ
の

「
８
項
目
ス
ピ
ー
ド
チ
ェ
ッ

ク
法
」
に
よ
る
基
本
的
な
読

解
方
法
を
述
べ
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
手
法
を
マ

ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
、
口
腔

外
科
手
術
に
お
け
る
術
前
全

身
評
価
も
高
精
度
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
可
能
に
な
り
手

術
リ
ス
ク
回
避
に
も
役
立

つ
。
病
院
勤
務
の
ベ
テ
ラ
ン

歯
科
医
師
な
ら
誰
も
が
実
践

し
て
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
体

系
化
し
た
内
容
で
あ
る
。

第４回　西大橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

材
木
浜
と
し
て
繁
栄

　

大
阪
市
営
地
下
鉄
長
堀
鶴

見
緑
地
線
に
西
大
橋
と
い
う

駅
が
あ
る
。
地
下
鉄
が
走
る

長
堀
通
り
は
、
以
前
は
長
堀

川
と
い
う
川
だ
っ
た
が
、
埋

め
立
て
ら
れ
て
今
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在
西
大
橋
と

い
う
名
の
橋
も
な
い
。
西
大

橋
と
い
う
く
ら
い
だ
か
ら
、

さ
ぞ
有
名
な
橋
だ
っ
た
ろ
う

と
思
う
け
れ
ど
、
意
外
に
短

命
な
橋
で
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
長
堀
川
に
西
大

橋
と
い
う
橋
は
な
か
っ
た
。

な
に
わ
筋
が
拡
幅
さ
れ
た
と

き
に
、
長
堀
川
に
架
け
ら
れ

た
の
が
西
大
橋
で
あ
っ
た
。

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
の

こ
と
で
あ
る
。
橋
長
31
・
２

㍍
、
幅
員
22
㍍
と
い
う
大
き

な
橋
で
あ
っ
た
。
西
大
橋
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
頷
け

よ
う
。
桁
高
を
低
く
す
る
よ

う
に
、
最
新
の
技
術
で
造
ら

れ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
東
長
堀
川
（
西

横
堀
川
以
東
）
に
つ
づ
い
て

西
長
堀
川
も
67
（
昭
和
42
）

年
か
ら
埋
め
ら
れ
た
の
で
、

橋
も
な
く
な
っ
た
。
約
10
年

間
だ
け
架
か
っ
て
い
た
橋
な

の
で
あ
っ
た
。「
西
大
橋
」

の
名
は
、
交
差
点
の
名
と
し

て
残
っ
た
。
97
（
平
成
９
）

年
に
長
堀
鶴
見
緑
地
線
が
開

通
し
、
長
堀
通
り
と
な
に
わ

筋
の
交
差
点
に
駅
が
で
き
、

駅
名
に
採
用
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
、
こ
の
あ
た
り

の
長
堀
川
に
は
、
宇
和
島
橋

と
富
田
屋
橋
が
架
か
っ
て
い

た
。
西
大
橋
は
、
そ
の
二
橋

の
中
間
あ
た
り
。
宇
和
島
橋

は
、
そ
の
名
の
通
り
、
宇
和

島
藩
（
伊
達
氏
）
蔵
屋
敷
が

あ
っ
た
か
ら
。
富
田
屋
橋

は
、
こ
の
あ
た
り
が
富
田
屋

町
だ
っ
た
か
ら
。
富
田
屋
の

由
来
は
分
か
ら
な
い
。

　

富
田
屋
橋
の
北
詰
に
は
、

町
人
天
文
学
者
と
し
て
有
名

や
間
重
富
の
屋
敷
が
あ
っ

た
。
十
一
屋
と
い
う
大
き
な

質
屋
で
あ
っ
た
。
重
富
は
橋

の
上
で
天
体
観
測
を
行
っ
た

と
い
う
逸
話
も
あ
る
。
川
沿

い
は
空
が
開
け
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
西
長
堀
沿
い
に
は
材

木
問
屋
が
軒
を
連
ね
、
浜
に

は
材
木
が
並
べ
ら
れ
（
材
木

浜
）、
市
が
立
っ
て
賑
わ
っ

た
。
富
田
屋
町
の
西
に
は
、

白
髪
町
・
白
髪
橋
が
あ
っ

た
。
土
佐
（
高
知
県
）
の
材

木
の
産
地
の
一
つ
で
あ
る
白

髪
山
に
由
来
し
た
名
だ
。

　

古
い
橋
と
新
し
い
橋
が
交

錯
す
る
西
長
堀
は
が
ら
り
と

姿
を
変
え
た
が
、
長
堀
通
り

の
真
ん
中
の
分
離
帯
は
遊
歩

道
に
な
っ
て
い
て
、
説
明
板

な
ど
も
あ
り
、
当
時
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

 

（
つ
づ
く
）

（
大
阪
歴
史
博
物
館

 

・
八
木
滋
）

2016年度2016年度
各地区総会各地区総会

３
自
治
体
で
意
見
書
採
択

子
ど
も
医
療
大
き
く
前
進

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

泉
州
地
区

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

３
月
25
日
、
サ
ン
ス
ク
エ
ア

堺
で
総
会
を
開
き
、
25
人
が

参
加
し
た
。
16
年
度
の
活
動

で
は
、「
福
祉
医
療
費
助
成
改

悪
に
反
対
し
、
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」が
堺
市
、

高
石
市
、
和
泉
市
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

17
年
度
の
方
針
で
は
、
今

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
堺
市

長
選
挙
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
。
役
員
体
制
で
は
、
新

　

泉
州
地
区
は
、
３
月
18

日
、
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
教
育
棟
で
総
会
を
開

催
し
、
22
人
が
参
加
し
た
。

　

16
年
度
の
活
動
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

が
、
５
自
治
体
で
拡
大
し
た

こ
と
を
報
告
。
17
年
度
の
方

針
で
は
、
診
療
報
酬
改
善
の

運
動
や
、
講
習
会
の
充
実
な

ど
会
員
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活

動
の
推
進
を
確
認
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
大
前
政
利

氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
口
腔
外
科
部
長
・
写

真
）
が
「
薬
剤
関
連
顎
骨
壊

死
の
基
本
と
症
例
解
説
―
ポ

ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
改
訂
の

要
点
も
含
め
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
大
前
氏
は
、
骨
粗

鬆
症
で
の
薬
剤
性
顎
骨
壊
死

の
発
症
率
は
10
万
人
に
１
人

と
一
般
と
同
程
度
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
。
Ｂ
Ｐ
製
剤
休
薬

の
効
果
は
、
４
年
以
上
継
続

投
与
し
た
患
者
に
は
認
め
ら

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
休
薬

に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク
の
方

が
高
い
と
説
明
。
医
師
、
歯

科
医
師
の
緊
密
な
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

た
に
室
矢
康
行
氏
（
堺
市
）

が
評
議
員
に
就
任
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
濱
田
傑
氏

（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病

院
歯
科
口
腔
外
科
教
授
・
写

真
）
が
、「
顎
関
節
症
と
顎

関
節
脱
臼
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
顎
関
節
症
と
誤
診
し
や

す
い
疾
患
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、
診
断
法
を
解
説
。
多
く

の
症
例
を
示
し
、
病
態
別
の

治
療
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

５月度生涯研修
抄録

「
く
す
り
・
検
査
値
」が
わ
か
れ
ば

全
身
が
見
え
る

末
松　

基
生
（
明
和
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

「長堀材木浜」（『摂津名所図会』）


